
別記様式 

議事録 

会議の名称 令和７年度第１回岩倉市総合計画審議会議事録 

開催日時 令和７年５月２２日（木） 

午前９時３０分から午前１１時３０分まで 

開催場所 第２・３委員会室 

出席者 (欠席委

員・説明者) 

久保田市長  

出席委員：千頭委員、小松委員、横井委員、山田委員、今井委員、

古田委員、伊藤委員、森川委員、松本委員、船橋委員、

小笠原委員、朝比奈委員、宮﨑委員 

欠席委員：櫻井委員 

事 務 局 ：中村総務部長、井手上企画財政課長、 宇佐見企画財政

課主幹、金森企画財政課主任 

加藤（地域問題研究所）、岡西（地域問題研究所） 

会議の議題 第５次岩倉市総合計画中間見直しに係る基本方針及び進捗状況につ

いて 

議事録の作成方法 ■要点筆記 □全文記録 □その他 

記載内容の確認方

法 

■会議の長の確認を得ている 

□出席した委員全員の確認を得ている 

□その他（ ） 

会議に提出された

資料の名称 

【資料】第５次岩倉市総合計画審議会委員名簿  

【資料１】第５次岩倉市総合計画中間見直しに係る基本方針 

【資料２】第５次岩倉市総合計画中間見直しに係るスケジュール  

【資料３】第５次岩倉市総合計画基本施策実績評価シート（令和３

～６年度実施施策） 

【資料４】基本計画各論見直し素案 14移動環境  

【資料５】岩倉市総合計画審議会部会 委員（案）  

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 

傍聴者数 ０人 

その他の事項 － 

 

 

 

 



審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

１  開会  

 

２  委員の任命 

久保田市長より各委員に対し、委嘱状を朗読後手交  

 

３  市長あいさつ 

・お忙しい中、岩倉市の総合計画審議会にご出席いただき、ありがとうございます。

また、日頃から本市の行政にご協力賜り、お礼申し上げます。 

・令和３年からスタートした第５次岩倉市総合計画については、行政活動の根拠とな

るもので、今回中間地点ということで見直しの作業を進めております。物価高・人口

減少及び少子化・環境問題など、さまざまな社会情勢の中で、岩倉市の市民の皆さん

が住み慣れた地域で、安心して健康に住み続けていただくためには、どういう政策を

展開したらいいかというところが総合計画の中に詰め込まれています。 

・まちづくりの目標として「住むなら岩倉！子育て・健幸・安心なまち」というのは

これまでどおり基本的な目標ではありますが、私自身この１月に３期目の任期がスタ

ートし、今回初めて「「ふれ愛」広がるウェルビーイングなまちづくり」というサブ

タイトルをつけております。関係の希薄化・地域の担い手不足などの問題もあります

が、人と人、人と社会がいい状態にいられるために、ふれあい・コミュニケーション

を拡げていくことが大切だと考えております。 

・今回の第５次総合計画からは「マルチパートナーシップ」という言葉を使い、たく

さんの方の想いや声をこれまで以上に反映しながら、ともにまちづくりを行なってい

きたいと考えます。それにより誰もが居場所のある共生社会を目指しています。今、

見直しの時期にあたり、これまで進めてまいりました施策、あるいは事業の進捗状況

を把握して成果や課題を評価・検証するとともに、時代の変化に的確に対応していく

ための持続可能なまちづくりや地域経営を見据えた戦略的な視点と実効性の観点から

見直しを行うということで昨年度から本計画の見直し案を作成しております。案を踏

まえ、審議委員の皆様にはそれぞれの立場から忌憚のないご意見を賜りますようお願

いを申し上げます。 

 

 

４ 委員自己紹介  

各委員より自己紹介 

 

 

５ 会長の選出 

委員より会長職に千頭聡委員を推薦し、満場一致で千頭聡委員が会長に選出 

 

６ 会長職務代理者の指名  

千頭会長より会長職務代理者に小松尚委員を指名 

 



７ 会長・会長職務代理者あいさつ 

会 長：会長職は皆さんのご意見をできるだけ引き出す役割かと思うので、たくさんのご

意見いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

代理者：岩倉市の総合計画は、進行管理をしながら次の計画へのヒントを得るというプロ

セスで丁寧にやられているように感じます。ぜひ、見直しも活発に進めていきた

いと思いますのでどうぞよろしくお願いします。 

※市長退席 

 

８ 第５次岩倉市総合計画中間見直しに係る基本方針及び進捗状況について 

資料１〜５について事務局より説明 

委 員：資料１にある行政評価委員会とは、外部組織なのでしょうか。 

事務局：外部の人で構成しています。単年度の施策評価を行っています。 

委 員：施策の進捗に対する目標設定が元々されているという認識でよいでしょうか。 

事務局：そのとおりです。 

委 員：実績評価シートの作成は、どのように行われたのでしょうか。 

事務局：今回については、単年度の施策評価と総合計画見直しのための令和３年度～６年

度までの複数年の評価を合わせて行っています。そのうち複数年の評価部分のみ

をこの審議会の資料としてお示ししていきます。 

委 員：総合計画の実現に向けて市民の意向を拾うための動きを教えてください。 

事務局：令和５年度の市民意向調査は、５年に１回実施している一番大きなアンケート調

査で、指標数値をとったり、ご意見も取り入れ最終的に調査結果の報告会も行っ

ています。そのほか令和６年には評価指標を図るための満足度調査も行っていま

す。本日の審議会も傍聴が可能で、後日議事録も公開します。10月ごろには、パ

ブリックコメントにてご意見もいただけるような形を整えていきます。 

会 長：今回は中間見直しなので、策定時より規模は小さいが、アンケートやパブリック

コメントで、しっかりと市民の皆さんのご意見はとりいれていきたいということ

ですね。 

委 員：見直しをするにあたって、現状を知ることが大事だと思います。現状としては総

合計画に沿った形で来てるのでしょうか。今回、詳細な説明があったのですが、

次回の７月15日はもう少し全体が見えるような形で出していただけるのでしょう

か。 

会 長：指標がどうなったのかという部分が全体として見えるような形でまとめられます

か。 

事務局：指標の部分だけを集めて、一覧表のような形でお出しすることは可能です。 

委 員：今回は、委嘱状の交付が中心ということだったが、前もって資料などをいただけ

た方が、我々も何を審議するのか事前に把握できるので、次回からは事前に資料

を共有していただきたいです。 

会 長：次回からは事前に資料を共有していきましょう。この５年間で市民の方の満足度

が上がったかどうかをまとめていただくのと、基本施策ごとの指標については一

覧表をお願いします。 



委 員：多くの方からの意見をいただくためのパブリックコメントも、コメントしてくれ

る方はごく僅かだったりするのか、ホームページで公開するというがどれぐらい

の人が見ているのか、そういった部分も把握したいです。 

事務局：パブリックコメントもどういった意見が何人の方からあったという情報や、ホー

ムページの閲覧数なども調べれば確認ができると思います。 

委 員：こういった会の説明を全ての人に伝える方法は、とても難しいと感じました。 

会 長：貴重な意見ありがとうございます。 

委 員：市民アンケートは、岩倉市に働きに来ている人などへも実施されているのでしょ

うか。 

事務局：住民票から無作為に抽出してアンケートをお送りするので、岩倉にご住所がある

方に限らせていただいています。 

会 長：いまのところ働きに来られる方の意向を聞くというのはできていないですね。 

委 員：各企業の皆さんにアンケートをお願いするなどはあってもいいかもしれません

ね。 

委 員：外国籍の方の意見も入っているのでしょうか、条件なども決まっているのでしょ

うか。 

事務局：外国籍の人も一定の割合で入っています。 

会 長：まず、３か月以上日本に継続して滞在される場合には届出をして、住民基本台帳

に登録されます。３か月岩倉にいらっしゃる方で届出をされている方はすべて岩

倉の市民として住民基本台帳に登録されています。今、外国籍の方も非常に多い

ので、外国籍の方のご意見を伺いたい場合は多文化共生など、市の方でご意見を

伺える関わりはあるかと思います。 

委 員：このアンケートの５段階評価のところは、いくつ以上が「満足」に含まれるので

しょうか。 

事務局 （研究理事）：こちらは５段階のうちの「非常に満足」、「やや満足」が含まれ

ています。また、市民意向調査アンケートの結果については、ホームページにも

掲載がされておりまして、ご関心のある部分はぜひお目通しいただけるとよろし

いかと思います。分析をして総括的にどういった課題があるのかも記載があるの

で、今後の審議会でご意見を出していただく際に参考になるかと思います。 

会 長：事務局の方からは、事前に資料を送っていただき、我々はできるだけ、事前に何

が気になるというものを考えておくと、いい議論ができると思います。 

委 員：普段の暮らしの中でも気づくことや率直に思ったことを、一市民として意見をお

伝えさせていただければと思います。 

委 員：資料４の高齢者視点で、ふれ愛タクシーを使ってきているが、なかなか予約が取

れません。どこまでどのように把握をされているのでしょうか。 

事務局：利用者の方のご意見などは常にいただいています。こちらは、タクシー会社の空

き車両を利用するサービスのため、通常のタクシー利用が多いと、なかなかふれ

愛タクシーとして利用できる部分は少なくなってしまうというものです。また、

利用方法をアンケートなどで伺うと、病院に行くのに使われることが多く、運転

手不足という要素もありますが、少し時間帯がずれれば予約が取れないというこ

とはないとのことでした。 



会 長：資料には、ふれ愛タクシーに切り替えをしたという記載だけなので、課題がある

なら課題も記載していただきたいというご指摘ですね。 

委 員：市の職員の方へのアンケートなどはしているのか。 

事務局 （研究理事）：職員アンケートについては、一人一人の意見をとっているわけで

はないですが、資料３については現在行っている施策がどういった評価なのかを

行政職員としてチェックしてるものになります。ただ、これだけでは不十分と感

じるため、外部委員の方にも評価をいただいているのが今のやり方です。 

委 員：スマートインターチェンジについては、これまで計画になかったように思うので

すが、急に出てきたのでしょうか。 

事務局（研究理事）：スマートインターチェンジについては、５年前の総合計画の中にも

触れられておりまして、この５年間で周辺のインターからも近くて利便性がいい

ということから、さらに具体化されてきているのかなと思います。 

委 員：一番大事にしたいのは、子どもたちの将来かなと思いますので、教育に関わるこ

とには意見を出していければと思います。 

委 員：学校の給食会にお邪魔する機会があり、外国籍の子どももたくさんいるが、子ど

も同士はとても仲良くやっています。親が平等な目を持たないといけないなと感

じています。 

会 長：外から学校のことはなかなか議論しにくいので、事情をご存じの立場で色々な意

見をいただければと思います。 

委 員：ごみ問題ではカラスの被害が多く、そういったところは、ネットのかけ方が甘か

ったりするようです。道路に散乱したものを処理する作業員の方からネットのか

け方など、こういうやり方にして欲しいといった提案は届いていないのでしょう

か。 

会 長：担当課にお伝えいただき、必要があれば次回の部会の際に一言いただくようにし

ましょう。 

委 員：以前カラスが来るから箱型のものを置くという話があったがその話はどうなった

のでしょうか。 

会 長：ごみ捨て場は、市が設置するものではなく、地域で設置しなくてはいけないの

で、そちらも担当課に一度確認してみましょう。 

委 員：子育て世代としては、子供たちが毎日普通に過ごせる環境を大人たちが作ってい

きたいと思います。 

職務代理：総合計画は人口構成を見ると少ないですが、そういった若い世代に響くような

ものが大切だと考えます。岩倉市は、子ども施策を一生懸命やっている自治体だ

と思っており、子どもたちの将来に対して住みやすい・学びやすい・働きやすい

環境を作っていけるのかが非常に大事で、我々世代としても、どういった将来像

を若い世代に伝えていけるのかをしっかりとこの会の中で考えていければと思い

ます。 

また、アンケートや評価について、特にコロナがあって、働く環境や経済状況、

国際化や少子化など、状況も大きく変わっています。それに合わせて指標として

も何を見るべきかというのが変わってきている施策もいくつか出てきています。



客観的なデータが得られるかわかりませんが、見直しというタイミングなので、

しっかりと議論ができる部分はやっていきたいと考えています。 

会 長：事務局には今の計画の到達度について、定量的な指標の到達度とか、あるいはア

ンケートで見られた課題だとか、コンパクトに資料としてまとめていただいて、

それを踏まえた上で、前向きな議論が進めていければと思います。 

総合計画は、ある意味、行政の一番包括的な最上位の計画です。市全体としての

方向を決める計画という意味ではとても大事な計画ですし、この審議会もそうい

う意味でいけば他の会と比較をするわけではないですが、極めて大事な審議会に

なりますので、是非ともよろしくお願いいたします。 

 

事務局（研究理事）：今回初めてご参加頂く方は、まだ少し不安もあるかと思いますが、

本当に市民目線の肌感覚を言ってもらう感じでいいと思います。マルチパートナ

ーシップと言っているぐらいですから、皆さんもそのパートナーである自分とい

う立場、あるいはエンドユーザーであるという自分という立場でご発言いただけ

れば幸いです。 

 

９ その他 

次回の会議日程について事務局より説明  

委 員：資料等は次回の審議会当日ではなく、事前に配付をお願いします。 

事務局：資料等は事前に配付させていただきます。開催１週間前を目処にお送りさせてい

ただきます。 

 

 

 

 

 


